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Inulaheleniumの含有成分から見た安全性の評価に関する研究
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【目的】Inulahelenium の根 (土木香)はelecampaneとも呼ばれ､米国では気管支
炎や気管支晴息の治療､健胃を目的に健康食品として多くの製品が販売されてい

る｡I.helenium は …専ら医薬品として使用される成分本質 (原材料)リス ド (専ら

医薬品)に分類されており､同属植物からは皮膚炎症性や強い駆虫作用を持つセス

キテルペンラクトン類の単離が報告されている｡本研究では食薬区分の妥当性確

認のために､I.helenium のアルカロイ ド成分の確認を行った｡

【方法 ･結果】米国Amazonより購入したI.helenium の根からメタノールエキス

を調製し､酸 ･塩基を用いたアルカロイ ド分配を行った｡得られたアルカロイ ド

画分を各種クロマ トグラフィーにより分離 ･精製を行った結果､新規セスキテル

ペンアルカロイ ドCompoundA と4種の既知セスキテルペンラクトンを単離した｡
単離された化合物の構造は､NMRおよび MSを中心とした各種スペクトルデー

タの解析結果から推定した｡

【考察】CompoundA は､I.helenium の主成分とし
て得られたisoheleninの13位にプロリンが結合した

構造であった｡一般に､アルカロイ ドは様々な生物

活性を示すことが知られている｡また､CompoundA
と共に単離したセスキテルペンラクトンは､転写因

子NF-KB の活性化を阻害し､処方毒薬様の様々な生

理活性を持つことが報告されていることから､食薬

区分上の扱いは引き続き "専ら医薬品"とするのが

妥当と考えられた｡
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